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例会変更のお知らせ
●福島RC、来週23日（木）の例会は祝日のため休会

となります
●福島北RC、29日（火）の例会は、25日（土）ニッカ

ウヰスキー工場に移動例会となります
その他のお知らせ
●12月プログラム案内をFAX致しました。出欠等の

ご返答を早めにお願い致します
●11月23日（祝･木）に米山記念奨学生による体験発

表会が郡山の国際看護医療福祉大学校にて行われま
す。ご出席される方は事務局までお知らせ下さい。

　冬型の気圧配置となり、今年は冬が来
るのが早そうです。冬の備えをする時期

となりました。
　本日は、11時よりマスコミ懇談会を開催しました。IT
戦略・雑誌小委員会の主催です。菅野晴隆委員長、佐藤
朋幸副委員長はじめ、委員の皆様有難うございました。
　このマスコミ懇談会は、2002年阿久津肇ガバナー年
度、河田会長のもと、立ち上げられ今年で16回目とな
ります。地元のマスコミの方々にお越しいただき、クラ
ブの活動について説明し、ご理解を深めていただき、取
材のご協力をお願いしました。また、県内各地の状況を
つぶさにご存知のマスコミの方々から、ご意見を頂く大
変貴重な機会となりました。後程、マスコミの皆様から
はご感想、ご意見、各社様の取り組み等スピーチを頂き
ます。

 2017-18年度会長　　森岡 幸江 開会点鐘	 森岡幸江 会長

ロータリーソング
｢我等の生業｣　

 ソングリーダー　佐藤康太郎 会員

お客様並びに来訪ロータリアン紹介
マスコミ懇談会
福島民報社　編集局報道部長

 五十嵐稔 様

福島民友新聞社　編集局報道部長

 佐藤　掌 様

福島テレビ㈱　報道部副部長

 大山　要 様

㈱テレビユー福島　報道部部長

 齋藤　宏 様

米山功労者表彰伝達
第一回　米山功労者	 今井理基夫 会員

ロータリー財団伝達
ポールハリスフェロー＋1	 三宅　　喬 会員

会長あいさつ	 森岡幸江 会長

食事
幹事報告	 相良元章 幹事

各委員会報告
　●プログラム･ニコニコBOX小委員会

　　ニコニコBOX担当	 反後太郎 委員

◎本日のプログラム
閉会点鐘	 森岡幸江 会長

■ 　 例 会 次 第 　 ■■ 　 会 長 あ い さ つ 　 ■

vol. 16
2017.11.16  thu

11月23日（木） 祝日の週のため休会

11月30日（木） 12：30〜　辰巳屋

通常例会［ロータリー財団月間にちなんで］
●後藤忠久 委員長スピーチ
●福島いのちの電話　茂田士郎 理事長スピーチ

12月7日（木） 12：30〜　辰巳屋

［年次総会］次年度役員理事の選挙
●浦部博 会長エレクトスピーチ
●森岡会長スピーチ　半期を終えて
●12月誕生祝い

12月14日（木） 12：30〜　辰巳屋

通常例会
●菅野浩之 新会員スピーチ
●「友」12月号紹介

■ 　 例 会 プ ロ グ ラ ム の ご 案 内 　 ■

■ マスコミ懇談会
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■ 　 本 日 の プ ロ グ ラ ム 　 ■

マスコミ懇談会

●開催日時   2017年11月16日（木）11時
●開催場所       ホテル辰巳屋8F「真珠の間」

司会　 IT戦略･雑誌小委員会　委員長
菅野　晴隆

１．　開会　　11：00
２．　出席者紹介
３．　挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　福島ロータリークラブ　会長　　森岡　幸江
４．　説明　　　　　　　　　　　　　　 　　　　IT戦略・雑誌小委員会　副委員長　　佐藤　朋幸
５．　2017-18年度の活動　　　
　　  ＊クラブ現況説明　　　 　　　　　　   　　　　福島ロータリークラブ　会長　　森岡　幸江
　　  ＊クラブ実施計画説明　      　　　　　 　　　　福島ロータリークラブ　会長　　森岡　幸江
　　  ＊その他

６．　懇談・マスコミ側の要望
７．　まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　
８．　閉会　　12：20
　　 ＊参考資料：年次計画書、クラブ会報、月信、「友」
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●懇談会　出席者一覧

　福島民報社　　　　編集局報道部長　五
い が ら し
十嵐　稔

みのる
 様

　福島民友新聞社　　編集局報道部長　佐
さとう
藤　　掌

しょう
 様

　福島テレビ㈱　　　報道部副部長　　大
おおやま
山　　要

かなめ
 様

　㈱テレビユー福島　報道部長　　　　齋
さいとう
藤　　宏

ひろし
 様

　

　福島ロータリークラブ　会長　　　　森岡　幸江　　

　会長エレクト　　　　　　　　　　　浦部　　博

　幹事　　　　　　　　　　　　　　　相良　元章

　IT戦略・雑誌小委員会　　　　　　　菅野　晴隆　　佐藤　朋幸

　ロータリー情報･クラブ会報･資料小委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　増子　　勉　　佐藤　武彦　　山口　圭介　　信国　一朗

　青少年奉仕委員会　　　　　　　　　河田　　亨　

　SAA　副幹事　　　　　　　　　　　安藤健次郎

五十嵐　稔 様 佐藤　掌 様 大山　要 様 齋藤　宏 様
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　去る11月19日、競馬を楽しむロータリアンの会会員
15名の方が、秋の福島競馬6日目に参加されました。

森岡	幸江	会長

　本日はマスコミ各社と懇談会を行い、実りある様々なご意

見を頂きました。マスコミの皆様のスピーチ楽しみにしてお

ります。

菅野	晴隆	会員

　本日の懇談会ではマスコミ各社の皆様より貴重なご意見を

多数いただき、誠にありがとうございます。引き続き例会の

方も、是非宜しくお願い申し上げます。

幡　研一	会員

　マスコミ懇談会ご苦労様でした。この会合は、河田亨会長

年度に開始したもので、マスコミ関係者にロータリーのこと

を知ってもらうことと、ロータリーへの要望等をお聞きする

ためにできたものです。

浦部	博	会員

　媒体各社様のご来訪に感謝して。

──────────────────────────

他クラブ会員より　三宅 喬／増子 勉／井上賢司／佐藤豪

一／茂田士郎／白岩康夫／安藤　健次郎／吉田大樹／佐藤

朋幸／丹治正博／信国一朗／八子英器／古俣 猛／高倉裕

行／江本和彦／勝見浩二／黒崎浩一／靍丸直久／佐藤美奈

子／今井理基夫／加藤義朋／反後太郎／坪井大雄／相良元

章

■ 　 活 動 報 告 　 ■

本日のニコニコBOX投入額　28件　¥56,000   累計  ¥990,000　　〈報告〉　反後　太郎 委員

■ 　 ニ コ ニ コ B O X 報 告 　 ■

■ 　 表 彰 伝 達 　 ■

私のひとこと
丹治　正博 会員

千歳飴に想う

　福島では原発事故の影響もあり、一時、子どもたち

の姿がめっきり減ってしまったが、ここ数年の七五三

は境内に歓声が戻りつつあるようだ。

　七五三といえば「千歳飴」が欠かせない。五代将軍

綱吉が愛息徳松君の七五三を収穫月の満月という最

高の吉日、11月15日に行って以来、江戸市中での

七五三祝は華美を極め、これと時を同じくして江戸で

は飴売りが紅白の棒状の飴を売り歩き大繁盛したこ

とに由来するという。

　子どもの成長を願い、紅白の縁起の良い飴、昔なが

らのさらし飴に白い粉をまぶし、薄い巻き紙で包まれ

た千歳飴はほのかに甘く、郷愁を感じさせる。袋にも

縁起の良い鶴亀や松竹梅、更には「高砂」の尉と姥が

描かれ、長寿と健康を願う七五三の定番である。

　本来、秋深まっての行事なのだが、最近では夏頃か

らお参りが増えて神社では当惑をしている。これは過

当競争を避けたい写真屋が早期割引を行い始めたこ

とと、若いお母さん方がこれに飛びつくことが理由で

ある。神社に来てもお参りを忘れて記念撮影の背景に

使うだけという猛者も多く、

神社でせっかく用意した昔

ながらの千歳飴も、写真館で

サービスで貰う大量生産の飴

に席巻されて、年々授与する

数は減る一方。

　斯くして伝統行事はなし崩

しにされてゆく。ほのかに甘

い千歳飴を舐めながらぼやく

この頃である。

●第一回　米山功労者

　今井理基夫 会員

●ポールハリスフェロー伝達

　三宅　　喬 会員

　（PHF＋１）


